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冬期マイカー通勤者モニター実験 について
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1  は しめに

冬期間の札幌圏では、都市部を中心 として路面凍結 と大雪による朝の交通渋滞が日常化 して

お り、円滑な道路交通の確保が重要課題 となつている。そこで開発局では札幌市 と協力 し「札

幌圏ホワイ トネ ッ ト実験 プロジェク ト」の一環 として「 マイカー通勤者モニター実験」を平成

10年度か ら実施 している。これはマイカー通勤者へ道路情報および気象情報を提供すること

によ り、交通挙動がどのように変化するかを把握 し、公共交通機関への転換や時差出勤 を促す

といつた冬期渋滞緩和のあ り方について検討することを目的 としたものであ り、平成 10年度

の結果については前回に報告 したとお りである。今回は前回行つた関係者限定のポケベルを利

用 したモニター実験の結果を踏 まえ、電子メールが受信可能な携帯電話を対象とした実験 を実

施 した。 また実験終了後、前回と同様にモニターに対 してアンケー トを行い、情報ニーズ と情

報提供による渋滞緩和の可能性についての調査検討を行つた。

2 実験内容

2 1 実験期間

平成 12年 1月 28日 から 3月

2 2 実験モニター

3日 の、土日及び祝 日を除 く24日 間。

今回の実験モニターの条件は、普段からマ

イカー通勤 してお り、かつ電子メール受信可

能な携帯電話を持つていることである。ただ

し、モニターが思うように集まらなかつたた

め、メール受信端末は携帯電話に限らないと

した。降雪時における車両通勤自粛の意識の

高い町内会に協力をいただくと同時に、学会

などでも参加を呼びかけたところ、最終的に

は 87名 が集まつた。

2 3 実験対象路線

札幌市内の、主要な国道および市道が通過

する 3地域 (西 野、大谷地、清田)を 選定 し

た。昨年度の 2地域から 1地域増えたもので

ある。各地点を国道 と市道が各 1路線ずつ通

過 してお り、計 6路線 (国道 5号、 12号 、

36号、北一条宮の沢通、南郷通、羊ケ丘通 )

が今回の実験対象路線である。

2 4 情報提供内容

モニターには札幌市内の気象とあわせて、

上記 3地点のうちからモニターが通勤時に利
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図-1実 験フロー
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用する路線の路面状態の情報を提供した。ただし、今回の実験対象となつたとの路線にも通勤

経路が該当しないモニターには、気象情報のみとした。

具体的には前日夕方6時 に「翌日の天気予報」、「翌日の最低気温」、「翌朝までの予想降雪

量」を、当日朝7時には「当日6時 の気温」、「日中の予想降雪量」および「路面情報」を提

供した。このうち路面情報は当日6時の路面状態を「非常に滑りやすい」、「凍結」、「積雪」、

「湿潤」、「乾燥」の 5分類で提供 した。

情報収集に当たつては、気象情報につい

ては気象機関に、路面情報については付近

の除雪業者やガソリンスタン ドなどに協力

を仰 ぎ、情報を提供 してもらつた。

3 結果

まず今回の実験で提供された情報が、マ

イカニ通勤の判断材料 として参考になつた

かという質問を した ところ、参考になった

という回答は 69%で あ つた (図 -2)。

項 目別には「翌朝 までの予想降雪量」、「 翌

日の天気予報」、「 翌 日の最低気温」 と前

日夕方に提供 され る情報が上位 を占めた

(図 -3)。

参考になつた方がどのように通勤手段を

変えたかについて複数回答可で尋ねたとこ

ろ、「 家を出る時刻 を通常 よ り早 くした」

が63%で最も多 く、「マイカー通勤を他

の交通手段に変えた」は 11%で あつた(図

-4)。 大雪が予測 され るときでも、公共

交通機関に乗 り換えるケースはあま り多 く

ないという実態が明 らかになつている。

参考にならなかつたと回答された方にそ

の理 由を複数回答可で尋ねた ところ、「参

考になる項 目はあつたが情報量が少ないた

め」、「 参考 とな る情 報項 目がなかつたた

め」がそれぞれ 30%、 26%と 一位、二

位を占めた (図 -5)。 これらは情報の量

・質が充実するならもつと参考にする人は

増えるということを示唆する結果 と言え

る。

道路情報のニーズに関 しては現状のテレ

ビなどの情報では満足 している人は 8%と

少なく、「量・質と共にさらに充実を望む」

という回答が87%と いう結果が得 られた

(図 -6)。 また、今回提供 した情報に限
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図 -4 通勤形態の変更
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定せずに、冬期の朝のマイカー通勤に

どのような情報を望むかについて、「翌

朝までの予想降雪量」、「 ツルツル路面

などの路面状況」、「渋滞状況」に、高

いニーズがあった (図 -7)。

さらに、充分な道路情報が与えられ

ているという前提で、情報提供により

通勤手段を変える可能性があるか複数

回答可で答えてもらったところ、「 出

勤時間を変える」が 77%、「 公共交

通機関への乗 り換え」が 40%、 「通

勤経路の変更」が 33%と いう回答が

得られた (図 -8)。

これらより、道路情報に対するニー

ズと情報提供による渋滞緩和効果の可

能性は高いと言える。

一方、情報受信媒体 としては、電子

メール対応の携帯電話で情報を受信す

る形式を望む声が最も多 く、今回採つ

た方式はモニターのニーズと合致する

ものである (図 -9)。

4 おわりに

今回行つたマイカー通勤者へ情報を

提供する実験は、渋滞緩和効果が期待

できる結果が得 られたと言える。今後

の課題としては情報の量と質の充実と、

モニター数の増加が挙げられる。これ

らのアンケー ト結果と課題をふまえ、

調査検討を重ねていきたいと考えてい

る。
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図 -7 冬期の通勤時 に望む情報
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図 -9 将来的に望 ま しい情報の入手手段 ・機器
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図-6 将来の情報提供のあ り方
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Q 道路情報提供による通勤パターン変更の可能性

(複 数回答可)

図 -8情 報提供 による通勤形態変更の可能性
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